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吉賀町防災行政無線設備

開局にあたって

　吉賀町は、平成１７年１０月１日に「六日市町」と「柿木村」の２町

村が合併して誕生しました。この地域は、古くから吉賀地方と呼ばれ、

藩政時代は吉賀三領「上領」「中領」「下領」に属し、参勤交代にも使わ

れた主要街道筋で宿場町でもありました。

　本町は、高津川の源流に位置し、水を育む森林と清らかな川の流域に

広がる自然豊かな町です。「快適で安全に暮らせるまちづくり」を基本

吉賀町
防災行政無線設備

目標として地域づくりに取り組んでいます。

　しかしながら、かつてはこの地域でも数々の災害が発生し、その災害により犠牲者を出し

たこともありました。また、近年全国各地で多発する異常気象ともいうべき集中豪雨、地震

なども他人事ではありません。さらに、国際情勢の変化に伴い、大規模なテロ（緊急対処事

態）や武力攻撃等も発生する可能性も否めない情勢です。こうした事態が発生した場合、正

確な情報をより早く、より正確に吉賀町民はもとより町内にいる人々にお伝えし、安全を確

保しなければなりません。

　このため、吉賀町では合併後から旧六日市町区域にデジタル防災行政無線システムと、旧

柿木村区域のアナログ設備と連携させ運用しておりました。しかし、総務省が定める新スプ

リアス規格への対応や機器の老朽化により故障・保守費用等の増加や、一部部品の製造中止

などの懸案事項がありました。今回、その解消に向け、全町を対象としたシステム整備を進

め、この度その開局を迎えることができました。

　このシステムは、最新のデジタル技術を駆使した町と町民を結ぶ情報通信システムです。

災害時などに防災情報を提供すると共に、全国瞬時警報システム（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）を備え、

大規模なテロや武力攻撃等に対し国からの情報を直接町民に伝達できる仕組みです。これま

でよりも迅速かつ正確に情報伝達を行うために、戸別受信機、緊急速報メール、防災アプリ、

CATV などの情報伝達手段の多様化により、被害を未然に防ぎ、また、最小限に止めるため

の行動や判断に貢献できるシステムです。また、平常時の啓発活動にも大きな役割を果たす

ものと確信しています。

　今後は、この防災行政無線設備を十分活用し、防災対策の向上、行政全般の活動の推進を

図り、より安全で快適なまちづくりに役立てていく所存であります。

　終わりに、地域防災の担い手であります町民の皆様のなお一層のご指導、ご協力をお願い

申し上げご挨拶といたします。

令和４年　３月　　島根県　吉賀町長

岩本　一巳



3　　広報よしか　2022 年 4 月号　№ 198

吉賀町
防災行政無線設備

　防災行政無線設備は、主として、親局、屋外拡声子局、戸別受信機で構成されており、本整

備工事では、これらの機器を更新します。整備後のシステムでは、複数の情報配信機器に対す

る一元的な情報配信が可能な仕組みを構築し、多様な情報伝達手段を確保します。

整備概要

設備全体概要図

設備概要

①親局設備

　吉賀町役場本庁舎（六日市庁舎）に設置しています。放送に関する操

作、無線設備等の状態確認を行うなどシステムの中枢機能が集中する設

備です。

②遠隔制御装置

　分庁舎（柿木庁舎）、益田広域消防本部、同消防分遣所に設置し、緊急放送

やサイレンを鳴らすことができます。
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吉賀町
防災行政無線設備

設備概要

③中継局設備

　六日市中継局、七日市中継局、杉山中継局を設置し、親局設備

からの放送電波を受信し、増幅して町内全体に放送するための設

備です。

④簡易中継局・再送信子局

　長瀬簡易中継局設備と星坂再送子局設備は、中継局と屋外拡声子局

及び戸別受信機との間の通信を中継する固定局です。

⑤屋外拡声子局

　屋外拡声子局設備は、広範囲に情報の伝達を行うために、町

内２４カ所設置している屋外スピーカーです。

⑥戸別受信機

　防災行政無線の放送メッセージを屋内で聴くための機器です。

必要に応じて外部アンテナの設置を行います。

　録音機能及び乾電池が搭載されております。

⑦情報配信システム

〇自動電話応答装置

　防災行政無線の放送メッセージを自動的に録音し、電話着信に対し

て自動応答で防災行政無線の放送メッセージをお伝えします。

　自動電話応答の電話番号は 0856-77-3555 です。

　利用方法　0856-77-3555 に電話をかけることで利用できます。

防災吉賀町です

〇ＩＰ告知端末（ＣＡＴＶ）との連携

　ＩＰ告知端末からも防災行政無線の放送メッセージを聴くことができます。

　※戸別受信機と IP 告知端末は同時に流れますので、設置場所が近いなどの

理由で聞き取りにくい場合がありますので、ご注意ください。

　利用方法　ＩＰ告知端末（ＣＡＴＶ）が設置されているご家庭であれば、自

動に放送が流れます。新たに設定する必要はありません。
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吉賀町
防災行政無線設備

〇登録制メール

　防災行政無線の放送メッセージをメール（文字）で配信します。

　配信を受け取るためには、予め登録を行う必要があります。

　利用方法　t-yoshika@sg-p.jp のアドレスにメールを送信することで登録す

ることができます。

〇吉賀町防災アプリ（公式）

　防災行政無線の放送メッセージを文字や音声で確認できます。

　避難所やハザードマップを閲覧することができます。

　防災リンク集を設けており、様々な情報を閲覧することができます。

　利用方法　アプリ検索で「吉賀町防災アプリ」をインストール

することで利用することができます。検索ワードは「吉賀町防災

アプリ」です。

整備の役割

災害、その他緊急時

〇防災放送

　・町が発令する高齢者等避難・避難指示

　・J‐ALERT にて内閣府や消防庁・気象庁から配信される緊急情報

　・その他の防災情報（注意喚起、訓練放送など）

〇火災放送

　・サイレン、火災発生、消防団出動を放送

〇その他放送

　・熊の出没、目撃情報

　・お知らせ、試験放送など

平常時

〇防災・防火の日（毎月 15 日）　

〇定時放送　

　・旧六日市地域　〈町歌〉11 時 30 分　〈赤とんぼ〉17 時 00 分

　・旧柿木村地域　〈チャイム〉6時 00 分　10 時 00 分　15 時 00 分　18 時 00 分

　　　　　　　　〈町歌〉12 時 00 分
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吉賀町防災行政無線設備配置図

吉賀町
防災行政無線設備

遠隔制御装置（六日市分遣所）

親局（吉賀町役場本庁舎）

星坂再送信子局

六日市中継局

七日市中継局

遠隔制御装置（分庁舎） 遠隔制御装置（柿木分遣所）

杉山中継局

長瀬簡易中継局

吉賀町役場

〒 699-5513 島根県鹿足郡吉賀町六日市 750 番地

☎ 0856-77-1111（総務課）

西日本電信電話株式会社　島根支店

島根県松江市東朝日町１０２

施工

株式会社ニュージェック

島根県出雲市灘分町２２７２

監理
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よしかお知らせ

　不燃ごみの直接搬入日及び時間についてご連絡します。基本的には以前と同じです。

鹿足郡リサイクルプラザコラム　「不燃ごみの直接搬入について」

平日（月曜日～金曜日）※祝日除く

８時３０分～１６時３０分まで

土曜日（月３日（第２、第３、第４土曜日）※祝日で変更有）

８時３０分～１１時３０分まで

　休業日は第１、第５土曜日、日曜日、祝日、年末年始（１２月２９日から

１月３日）です。ご協力をよろしくお願いいたします。

鹿足郡リサイクルプラザ　☎７７‐１５６８

問い合わせ先

リサイクルプラザ工房～体験教室参加者募集～

日　　時 教室内容 定　員

４月９日（土）
〇ガラスフュージョン

（ガラスの破片を使用して、ペンダント、ブローチ、

置物など）

〇裂き織り、毛糸織り

（古布、古い毛糸を織り機を　使ってテーブルセン

ター、バックなど）

〇いろいろなエコバック

（傘布、カレンダーなど工房で用意しています。）

１～７名

４月１６日（土）

４月２３日（土）

５月１４日（土）

５月２１日（土）

５月２８日（土）

６月１１日（土）

６月１８日（土）

６月２５日（土）

いずれも９～１１時４５分

　３月２５日から承ります。

※平日に視察、体験工房を希望される方は５名以上でお願いします。

申込み

自宅の古着や毛糸、梱包紐で裂き織でバック、テーブルセンターなど

鹿足郡リサイクルプラザ　☎０８５６－７７－１５６８

問い合わせ先
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　吉賀町ふれあい会館は、地域資源を活用するための研修、都市消費者との交流等を促進して

いくための施設として設置され、農業・農村の活性化及び健康と有機農業の里づくりの推進施

設として平成８年４月の竣工以来、重要な役割を果たしてきました。

　また、役場柿木庁舎と隣接していることから役場庁舎の代替施設としての機能や、災害時に

おける指定緊急避難場所※
１と指定避難所※

２の指定を受けていることから、災害拠点施設※
３及び避

難施設としての役割も担ってきました。

　竣工から２５年が経過し空調や照明などの設備が老朽化し、部品の調達も難しくなり、修理・

修繕だけでは対応しきれなくなったことから、改修工事を行う必要が生じました。

このような状況の中、令和３年度において施設を全面的に省エネ改修して、温室効果ガス排出

量を大幅に削減するとともに、太陽光発電及び蓄電池設備を導入することで、災害時のエネル

ギー的自立自給により地域防災機能の継続性を向上させることを目的とした改修工事を実施す

るに至りました。

吉賀町ふれあい会館　改修しました

改修に至った経緯

　吉賀町ふれあい会館の空調と照明を高効率の設備に更新し、新たに太陽光発電と蓄電池

を新設しました。

改修工事の概要

工事前 工事後

空調設備 吸収式冷温水発生機※
４ 高効率吸収式冷温水発生機

照明設備
ＧＨＰエアコン※

５ 高効率ＧＨＰエアコン

蛍光灯、白熱電球 ＬＥＤ照明器具

太陽光発電 なし
太陽光発電

発電量：20.79 ｋｗ

蓄電池 なし
リチウムイオン蓄電池

蓄電池の容量：64.8 ｋｗｈ

ＢＥＭＳ※
６ なし クラウド型ＢＥＭＳ※

７

改修工事の総額 190,286,580 円

上記　総額に対する補助金の額 59,232,000 円

令和３年度　二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金（環境省）

（地域⑧レジリエンス・脱炭素化を同時実現する避難施設等への自立・分散型エネルギー

設備等導入推進事業）

改修にあたっては環境省の補助金を活用しております。

補助金の額… 59,232,000 円（環境省国庫補助金）

補助金の名称

吸収式冷温水発生機とＧＨＰ ＬＥＤ照明設備 太陽光発電パネル リチウムイオン蓄電池
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語句の説明

①指定緊急避難場所
災害による危険が切迫した状況において、生命の安全を確保することを目的とした緊急に避難する際の避難先

です。指定緊急避難場所は、地震、高潮、津波、洪水、土砂災害などの種類ごとに指定されています。

②指定避難所
災害の危険性がなくなった後に、ご自宅が被災された方々や、災害により帰宅が困難となった方々が一時的に

滞在することを目的とした施設です。

③災害拠点施設
大規模な災害が発生した場合に、地方公共団体が被災地において情報収集、避難、救援、応急復旧、復旧、復

興等の災害応急活動の中心的拠点となる施設です。地域の核となる公共施設をはじめ、救援物資の配送拠点や

仮置き場としても使用される施設です。

④吸収式冷温水発生機
水の蒸発の際に生じる気化熱を利用して冷水をつくるシステムです。蒸発した水を臭化リチウムに吸収させ、

液体の水に再生する過程でガスの熱を利用します。フロンを全く使用しない、環境にやさしい空調システムです。

⑤ GHP エアコン
ガス・ヒート・ポンプ・エアコンの略。一般に液体が気化すると周囲の熱を奪い、気体が凝縮して液化すると

熱を発生する性質があります。この性質を利用し、冷媒を圧縮機で圧縮し、機械的に液化と気化を繰り返すこ

とによって冷暖房を行います。この圧縮機をガスエンジンで駆動するのが GHP です。

⑥ＢＥＭＳ
ビル内のエネルギー監理システムの意味で「べムス」と読みます。 ＢＥＭＳは、ビル内の配電設備、空調設備、

照明設備、換気設備、OA 機器等の電力使用量のモニターや制御を行うためのシステムです。

⑦クラウド型ＢＥＭＳ インターネット上のサーバを介して上段に記載したＢＥＭＳを利用するシステムです。

⑧レジリエンス レジリエンスとは、『災害や感染症に対する強靭性の向上』という意味です。

吉賀町役場柿木地域振興室　☎０８５６－７９－２２１１

問い合わせ先

※１　パリ協定

　2015 年にパリで開かれた「国連気候変動枠組条約締約国会議（通称 COP21）」により、

世界共通の長期目標として、「世界的な平均気温の上昇を産業革命以前に比べて２℃より

十分低く保つとともに、1.5℃に抑える努力と追及すること」などが合意された。

※２　2050年カーボンニュートラル

　二酸化炭素をはじめとする温室効果ガスの「排出量」から、植林、森林管理などによる

「吸収量」を差し引いて、合計を実質的にゼロにすることをカーボンニュートラルといい、

政府は 2050 年までにカーボンニュートラルを目指すことを宣言した。

環境コラムを始めます

用語解説

　皆さんは『環境問題』と言って何を思い浮かべるでしょうか。温室効果ガスの排出量増加に

よる地球温暖化、マイクロプラスチックの流出による海洋汚染、近年度々観測される「ＰＭ２．

５」などの大気汚染、動植物の生態系に大きな影響を与える森林破壊など、私たちが自然と共

生し健康で安心して生活するためには避けては通れない問題が様々あります。

　地球温暖化対策については、2015 年の「パリ協定※
１」を契機に、世界各国で脱炭素社会の実

現に向けての取組が行われています。日本でも、2020 年 10 月に「2050 年カーボンニュート

ラル※
２」が宣言され、全国各地で再生可能エネルギーの導入や省エネ・高効率設備の導入など

脱炭素社会の実現に向けた取組が行われています。脱炭素社会を実現するためには、町（行政）・

住民・事業者の三者が一体となった取組が求められます。

　本コラムでは、１年を通して一人ひとりが気軽に実践できる省エネ行動やごみ減量の取組な

どを紹介していきます。コラムを通じて脱炭素社会に向けて関心や理解を深めていただき、住

居・食事・移動などのライフスタイルの変容へつながればと考えていますので、１年間コラム

にお付き合いいただけると幸いです。次号では、「クールビズ」をテーマにコラムを掲載します。
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

　広報２月号でお伝えした『みたい号』が、３月１日の柿木小学校を始めとして、町内の小

学校に多くの本を届けました。

　デザインも一新し、新緑のような鮮やかな緑色をベースとした、各面すべて違うイラスト

となっています。

　以前のみたい号にはなかった外側の書架に、子どもたちも驚きと喜びを隠せないようで

びっくりした笑顔を見せてくれました。早く中に入って本を選びたいけど、コロナ禍のため

新しくなった『みたい号』始動☆

密を避けなくてはいけないということで、子どもたち

自らが「５人までにして、順番にしよう」と決めて、

待ち遠しい気持ちをグッと堪えている姿は、可愛くも

ありましたが、自分たちでルールをその場で決めるこ

とができる姿に、頼もしさも感じました。「待っとる

人がおるから、選んだら早く降りてきてね」という声

掛けをしてくれる子もいてくれて、思いやりのある優

しい言葉に癒される時間にもなりました。

　これからも子どもたちに多くの本を届けるために、

『みたい号』は活躍していきます。町の中を颯爽と走

る『みたい号』を楽しみにしてくださいね！

車内で本を選ぶ様子（蔵小）

本や車に興味深々（朝小）

外側の書架でみんなで本選び（柿小）

初めての車外での本選び（七小）

背伸びをしたりしゃがんだり本に夢中（六小）
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ＮＥＷＳ
よしかお知らせ

よしか塾NEXT講師　　1年間ありがとうございました！！

支援室だより吉高賀校

全国健康保険協会島根支部よりお知らせ

協会けんぽ島根支部の加入者、事業主の皆さまへ

令和４年３月分（4月納付分）からの保険料率をお知らせします

健康保険料率

10.03％
令和4年 2月分（3月納付分）まで

引上げ

全国健康保険協会　島根支部　〒 690-8531 島根県松江市殿町 383 山陰中央ビル 2階

☎０８５２‐５９‐５１４０（平日８：３０～１７：１５）

問い合わせ先

10.35％

※ 任意継続被保険者の方は、令和 4年４月分（４月納付分）から変更になります。

介護保険料率

1.80％
令和4年 2月分（3月納付分）まで

引下げ 1.64％

※40歳から64歳までの方（介護保険第２号被保険者）は健康保険料率に介護保険料率が加わります。

健康保険料率引下げに

つながった主な理由

「うける」から始めよう！予防のサイクル

うける・・・年に１度は健診をうける

しる・・・・健診の結果で自分の体をしる

きづく・・・生活習慣病予防の必要性にきづく

かわる・・・運動や食事など生活習慣がかわる

しる

皆さまの健康づくりへの取り組み（「インセンティブ制度」）が、

全４７支部中全国第１位と評価されたため （0.12％引下げのうち 0.057％分）

きづく

うける

かわる

吉賀高校の皆さんへ

　吉高の生徒は「鏡」のようだと感じます。こちらが遠慮すると、皆んなも

遠慮する。こちらが心を開いて皆んなのことを知ろうとすると、心を開き、

温かく受け入れてくれる。でも、その鏡は人の「短所」を冷たい反応で映し

返すものではなく、「良い所」を見つけて引き出してくれる温かいものでした。

そんな「素直さ」「温かさ」「良さを見つける才能」をこれからも持ち続けて

ほしいと思います。

　一方、その良さを社会に広げていくためには、「野望」「大きな夢」が必要

です。例えそれが今の自分には高すぎるハードルでも、人に否定されたとし

ても、譲れない「夢」「目標」を持って突き進んでほしいと思います。

　因みに、私の吉賀での夢は「学ぶことの楽しさ」を感じてもらうことでした。

一瞬でも塾や学校で「楽しさ」を感じとってくれていたら、嬉しいなぁと思

います。私もこれからさらなる「野望」を持って学び続けようと思います。

　場所は離れますが、これからも、一緒に「学び」、一緒に「大きな夢」に向かっ

て突き進んでいきましょう！ Be ambitious!　　　　　武井　貴裕

※もう 1名の講師、青柳さんのあいさつは次号にて紹介します！
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ＮＥＷＳ
よしか お知らせ

日 月 火 水 木 金 土
毎週 月曜日～金曜日 鷲原八幡宮流鏑馬神事 生中継 １ ２

■みんなでラジオ体操
 時　間    6：00、7：00、7：30、8：00、8：30
　
 ■みんなのつわの体操
 時　間    みんなでラジオ体操終了後
　　　　 6：30、15：00、15：30
　　　    16：00、16：30
 ☆テレビの前で楽しくできる介護予防体操

４月３日（日）１０：００～
津和野町鷲原八幡宮で

行われる流鏑馬神事を

サンネットにちはら

ひとまろビジョン

 共同生中継！

9：00
●にっぽんトレッキ
　ング100

9：30 
●きょうの料理

6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●かのあし安全
　安心だより

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
6：00 
●ニュース
　サンネット
ニュース終了後
●かのあし安全
　安心だより
10：00
流鏑馬神事生中継

9：00
●ニュース・サンネット
総集編（3月放送分）

9：00
●はじめての
　菜園生活。
9：30
●グラントワチャン
　ネル

9：00
●あいラブせん
　りゅう(宮城)
9：30
●気仙沼めっけ
　(宮城)

9：00
●お地蔵
　ものがたり
9：30
●えきぐる！
　～木次線沿線地域の
　楽しみ方ガイド～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね
9：30 
●美肌県島根へ
　行こう！

6：00 
●ニュース
　サンネット

【再放送】吉賀町議会３月定例会町長施政方針・一般質問（１１２ｃｈ）

10 11 12 13 14 15 16
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
●島根県古代文化
センターシンポジウム
神話と伝承から
読み解く出雲世界

9：00
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座
9：30
●出雲のほそ道

9：00
●神主と学ぶ
　日本神話
9：30
●わがと家の人々

9：00
●釣り天国！石見

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
●にっぽんトレッキ
　ング100
9：30 
●きょうの料理

6：00 
●ニュース
　サンネット

【再放送】津和野町議会３月定例会町長施政方針・一般質問（１１２ｃｈ）

17 18 19 20 21 22 23
6：00 
●ニュース
　サンネット

9：00
◎匹み都神楽
（都茂子ども神楽団 
    道川神楽社中）

9：00
●はじめての
　菜園生活。
9：30
●グラントワチャン
　ネル

9：00
●いい伊豆
　みつけた(静岡)
9：30
●ふるさと歴史
　発見！(静岡)

9：00
●お地蔵
　ものがたり
9：30
●えきぐる！
　～木次線沿線地域の
　楽しみ方ガイド～

9：00
●CATV情報ネット
　しまね
9：30 
●美肌県島根へ
　行こう！

6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●星空チャンネル

24 25 26 27 28 29 30
6：00 
●ニュース
　サンネット

ニュース終了後
●星空チャンネル

9：00
●鷲原八幡宮
　流鏑馬神事
　ダイジェスト

9：00
●島大病院ちょっと
　気になる健康講座

9：30
●出雲のほそ道

9：00
●神主と学ぶ
　日本神話

9：30
●わがと家の人々

9：00
●釣り天国！石見

9：30
●探偵社、ぶらり。

9：00
◎SPACE SHOWER 
     MUSIC AWARDS 
    2022 
   ノミネーショ ン
   アーティスト特集

6：00 
●ニュース
　サンネット

特別番組 吉賀町議会・津和野町議会中継 ケーブルセンター受付時間
４月１８日（月）放送

都茂子ども神楽団【道返し】

道川神楽社中【天神】

令和３年１２月５日に
ふれあいホールみとで開催された

匹み都神楽ステージ
の模様をお届け！

制作 ひとまろビジョン

  112ｃｈで３月定例会町長施政方針と一般質問を再放送！

  ◆放送日時◆ 午前６時～ 放送開始
     吉賀町議会 　４月４日～７日 （予定）

     津和野町議会 ４月１１日～１４日 （予定）

サンネットにちはら 
Tel 74-2099/Fax 74-2667 

平日　8：30～17：15 
（土・日・祝はお休みです） 

緊急連絡先 
セコムコントロールセンター 

Tel 0852-28-0016

　【１１２ｃｈの視聴方法】 ※リモコンのメーカーや機種によって表記が異なります

■リモコンの “11” を押しチャンネルをサンネットにちはら111chに合わせた後
　チャンネルボタンの “上矢印 または ＋ ”を１回押すと１１２chに移行します

特

字

字 字

字 字

字

特

字

字

特

字

サンネットにちはら番組表
※ ●１Hごとに放送  ◎２Hごとに放送  ●３Hごとに放送  ●４Hごとに放送　  　特別番組 
　 　 耳が不自由な方や声が聞きとりにくい方にもわかりやすいよう文字を表示しています（隔時間）

特
字

※編成の都合上、番組・内容が変更になる場合があります あらかじめご了承ください ※変更の際は１１１ｃｈのデータ放送等でお知らせします

２０２２４４
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保健だより
健康・食育・予防

健診・検診意向調査

　４月初旬に、水色の角２封筒で、世帯ごとに送付します。

　受診を希望する健診・検診について、調査票に記入し、４月２２日（当日消印有効）

までにご提出をお願いします。

令和４年度の検診、ここがおすすめ！

“大腸がん検診”が無料で受診できます

（令和４年度からの３年間限定、対象：４０歳以上の町民）

吉賀町の現状

①大腸がんで亡くなられる方の割合が、国や県と比べて高く、年々増加傾向（下図参照）

②その一方で、大腸がん検診受診者数は、令和３年度は前年度と比べ 100 人余りも減少

⇒本来検診で発見できたはずの『早期がん』が見逃されてしまっている可能性があり、

とても心配な状況です

４０歳以上の皆さまへ

を実施します

大腸がんについて

　大腸がんは、ある程度の大きさになると、血便、便通異常（便秘や下痢など）、腹痛な

どの症状が現れますが、早期ではほとんど自覚症状がありません。また、大腸は長い臓器

であるため、症状の現れ方はがんができた場所によって少しずつ異なります。

　早期に見つけて治療すれば、９５％以上の人が治ります。そのため、４０歳になったら、

自分は健康だと思っていても、毎年１回、大腸がん検診を受けることが大切です。

参考／大腸がん・直腸がんの 75 歳未満年齢調整死亡率

出典：人口動態統計 (SHIDS より算出 )

　　　いずれも各年を中心年とした 5年平均値

そのほかの健診・検診について

　特定健診、各種がん検診（胃・肺・子宮・乳・前立腺）も、例年通り実施します。

　健康づくりに欠かせない習慣として、定期的に健診・検診を受けましょう！

問い合わせ先

吉賀町役場　保健福祉課　☎０８５６－７７－１１６５
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保健だより
健康・食育・予防

食育コーナー「 私たちの健康は私たちの手で」

食育 毎年恒例！ふるさとの味に挑戦

　卒業を間近に控えた２月、食生活改善推進員と吉賀町に伝わる郷土料理の調理実習を吉賀高校と柿木

中学校で行うことができました。コロナ禍で吉賀高校では昨年実施できず、２年ぶりの開催となりまし

た。

　吉賀高校では、角寿司、煮ごみ、こんにゃくの白和え、柿木中学校では角寿司、猪肉の大根煮、こん

にゃくの白和えを作りました。

　最近は角寿司を各家庭で作ることはめったになく、食べたことはあっても実際に作ったことはない子

どもたちがほとんどです。

　これらの伝承料理にまつわるいわれについても知らない子ども達も多く、いわれについてもお話しを

しながら調理実習を行いました。中学生は『猪肉の大根煮』にチャレンジしました。近くに猪はいても

あまり口にすることはできない料理のひとつです。大根に味が良くしみこむように、猪の臭みが出ない

秘伝の調理法を教えていただきました。猪の肉はとっても柔らかくおいしくいただきました。

　高校生も中学生も地域の食生活改善推進員さんと活動するのが最後ということもあり、楽しくコミュ

ニケーションをとりながら調理実習をしていました。普段できない体験に悪戦苦闘しながらも、食生活

改善推進員さんに教えていただき、一生懸命取り組んでいました。

　どの料理も美味しく、郷土料理作りを体験した生徒たちからは、「煮ごみがとてもおいしかった。家

でも食べたい。」「角寿司はおばあちゃんが良く作ってくれていて、小さい頃のことを思い出した」など

の感想をいただきました。

　中でも郷土料理を学ぶところのいいところをまとめてくれた生徒もいましたのでご紹介します。「１

つ目は自分の地域のことを知ることができる点です。何品か食べたことはあったけど、郷土料理だとは

思っていませんでした。１品１品に歴史と理由があって興味深かったです。２つ目は人と料理に限らず、

いろいろなことを共有できる点です。同地域内で美味しさを共有することができれば、他地域の人とも

共有するネタにもなる素晴らしいものだと気づきました。このご時世、何かを実生活で共有することは

ストレスの軽減につながるのではないかと思います。３つ目は生きる力をつけるべきだと自覚できる点

です。（中略）自分にはまだまだ料理技術が足りないので、親に頼りっぱなしではなく、手伝って技術

を磨こうと思いました。」

　短い時間でしたが、多くのことを学んでいただき、まとめていただいたところは、さすが高校生だな

と感じました。何より「あんなに美味しいものが食べれて、色んな人と関わることができて幸せでした。」

という感想がとても嬉しかったです。

　吉賀町の魅力の一つは「食」です。おいしい素材や素材を生かす調理法や工夫がたくさんあります。

それらは吉賀町の無形の財産です。この財産である食文化を未来につなげていきましょう。
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子育て世代

包括支援センター ぴよぴよ だより

　町内の保育所や子育てサロン、子どもの育ちに関することをお伝えしていきたいと思います。

今月は

双葉保育所

です。

園名　社会福祉法人吉賀町双葉保育所

住所　吉賀町樋口 113 番地 1

電話（Fax）　0856 － 77-1561

e-mail　nikoniko@sun-net.jp

  ☆ホームページもごらんください！☆

保健だより
健康・食育・予防

お友だち・ご飯・そりすべり・雪遊び・習字
フラフープ・竹馬・外遊び

保育所には＂大好き＂がいっぱい
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畠
中　

恵

美
し
い
絵
手
紙
の
書
き
方　
　
　
　

田
渕　

伸
子

暮
ら
し
の
折
り
紙
雑
貨　
　
　
　
　

山
口　

真

使
え
る
！
家
事
の
裏
ワ
ザ
５
５
６　

吉
田
登
志
子

【
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
本
】

　

読
書
推
進
運
動
協
議
会
が
読
書
推
進
の
た
め
毎
年

行
っ
て
い
る
こ
ど
も
読
書
週
間
が
始
ま
り
ま
す
。
期

間
は
４
月
23
日
～
５
月
12
日
ま
で
で
す
。
こ
れ
に
併

せ
て
４
月
は
、
児
童
図
書
の
お
す
す
め
本
を
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
並
べ
ま
す
。
島
根
県
立
図
書
館
も
お
す

す
め
し
た
い
児
童
図
書
を
リ
ス
ト
に
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
れ
ら
参
考
に
新
し
い
本
や
長
く
読
み
継
が
れ

て
い
る
本
か
ら
選
ん
で
展
示
し
ま
す
。

　

こ
ど
も
の
読
書
週
間
の
標
語
は
「
ひ
と
み
キ
ラ
キ

ラ
本
に
ど
き
ど
き
」
で
す
。
皆
さ
ん
も
心
が
時
め
く

本
を
探
し
に
お
い
で
下
さ
い
。
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
も
り
の
お
ふ
と
ん
』　
　
　
　

西
村
敏
雄　

作　

『
雨
の
日
の
地
下
ト
ン
ネ
ル
』　

鎌
田　

歩　

作

『
ト
ラ
と
い
っ
し
ょ
に
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ェ
シ
ー
・
ホ
ジ
ス
ン　

絵

『
お
ひ
め
さ
ま
に
な
っ
た
ワ
ニ
』

　
　
　
　

ロ
ー
ラ
・
エ
イ
ミ
ー
・
シ
ュ
リ
ッ
ツ　

作

『
あ
し
た
の
こ
と
ば
』

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２、４の土日は 9：00 ～ 16：00
 電話　７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木 79

 ≪ベスト・リーダー！２月≫

　　書　　　名　　　　　　著　　者

「ビタートラップ」　　　　月村　了衛　著

「濁り水」　　　　　　　　日月　　恩　著

「自転しながら公転する」　山本　文緒　著

「逃げる女」　　　　　　　青木　　俊　著

「偉い人ほどすぐ逃げる」　武田　砂鉄　著

≪図書館利用状況２月≫

●貸出総数２，７９７冊

●貸出人数　 ４５４人

●来館者数　 ４９０人

 [ 図書館の休館日 ]

・毎月曜日と祝日

・４月２４日（日）

（夢花マラソンのため）

 [図書返却について]

・町内の返却ポストは

柿木・七日市公民館

歌
集
に
記
さ
れ
た
紀
貫
之
の
歌
で
す
。
好
き
な
人
を
思
い
な
が
ら
一
句
読
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。(

参
考:

日
本
の
行
事
を
楽
し
む
12
カ
月)

図書だより
町立図書館・柿木公民館

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森　

絵
都　

作　

な
ど

【
島
根
県
立
図
書
館
】

　

２
月
に
な
っ
て
島
根
県
立
図
書
館
の
図
書
を
交
換
い
た
し

ま
し
た
。
毎
回
、
新
刊
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
人
気
作
家
の
作

品
を
た
く
さ
ん
借
り
て
い
ま
す
。
児
童
図
書
や
絵
本
は
外
国

の
作
品
を
含
め
、
子
ど
も
た
ち
が
喜
び
そ
う
な
本
を
選
ん
で

い
ま
す
。
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
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木
部
谷
温
泉
【
松
乃
湯
】
の
源

泉
は
、
温
泉
宿
の
裏
手
に
あ
り
ま

す
。
古
く
か
ら
、
地
元
有
志
の
皆
さ

ん
が
鉄
風
呂
で
「
弘
法
の
湯
」
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
鉱
泉

地
所
有
者
の
田
原
氏
が
昭
和
45
年
に

ボ
ー
リ
ン
グ
を
施
工
し
、
多
量
の
湧

水
量
を
有
す
る
間
歇
泉
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
間
歇
泉
は
、
約
25
分
毎
に

高
さ
約
１
．
３
ｍ
～
１
．
５
ｍ
、
約

２
０
０
ℓ
の
湯
量
を
自
噴
し
て
い
ま

す
。
こ
の
湯
を
利
用
し
て
、
当
初
は

地
元
で
憩
い
の
家
を
運
営
さ
れ
て
い

た
そ
う
で
す
が
、
そ
の
後
、
昭
和
63

年
秋
に
現
在
の
【
松
乃
湯
】
が
開
業

さ
れ
ま
し
た
。

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

　

多
く
の
間
歇
泉
は
、
高
温
に
加
熱
さ

れ
沸
騰
し
た
水
蒸
気
の
圧
力
に
よ
り
自

噴
し
ま
す
が
、
こ
ち
ら
の
温
泉
は
、
地

中
の
炭
酸
ガ
ス
の
圧
力
に
よ
っ
て
噴
き

上
が
る
も
の
で
、
そ
の
点
か
ら
全
国
で

も
大
変
珍
し
い
間
歇
泉
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、温
泉
宿
の
敷
地
内
に
は
、

湧
水
も
あ
り
ま
す
。
木
部
谷
温
泉
は
、

体
が
大
変
温
ま
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
お

り
、
発
汗
に
よ
り
想
像
以
上
の
水
分
が

失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
従
っ
て
、
温

泉
に
入
る
前
と
入
っ
た
後
に
は
、
こ
の

湧
水
を
飲
ま
れ
る
方
も
多
い
と
の
こ
と

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
木
部
谷
温

泉
は
、
地
元
の
方
は
勿
論
の
こ
と
島
根

県
内
や
山
口
県
・
広
島
県
を
は
じ
め
各

地
か
ら
多
く
の
入
湯
客
で
賑
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
い
つ
も
朗
ら
か
な

女
将
さ
ん
が
作
る
地
元
食
材
を
沢
山

使
っ
た
田
舎
料
理
も
大
評
判
で
、
人
気

を
集
め
る
要
因
で
も
あ
り
ま
し
た
。
私

も
個
人
的
に
は
、女
将
さ
ん
が
作
る「
煮

し
め
」
が
大
好
き
で
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
皆
様
に

親
し
ま
れ
て
き
た
木
部
谷
温
泉
も
現
在

で
は
、
残
念
な
が
ら
休
館
と
な
っ
て
い

Vol.49

岩本一巳

隠
れ
た
名
湯
を
惜
し
む

ま
す
。
日
本
全
国
に
多
く
の
温
泉
が
存

在
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
も
稀
有

な
間
歇
泉
と
湧
水
、
そ
し
て
名
物
女
将

が
い
る
木
部
谷
温
泉
【
松
乃
湯
】
は
、

隠
れ
た
名
湯
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
の
名
湯
を
惜
し
む
多
く

の
フ
ァ
ン
が
寂
し
い
日
々
を
送
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
間
歇
泉
だ
け
は
、

温
泉
宿
が
い
つ
で
も
再
開
出
来
る
よ
う

に
無
言
で
自
噴
を
続
け
て
い
ま
す
。

町長コラム

間歇泉弘法の湯で実際使用された鉄風呂

　

中な
か
む
ら村

泰た
い
せ
い征

さ
ん
（
六
日
市
小
学
校
出
身
）

が
、
国
体
冬
季
大
会
の
ス
キ
ー
競
技
に
広

島
県
代
表
と
し
て
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
２

月
４
日
に
表
敬
訪
問
さ
れ
、
岩
本
町
長
と

中
田
教
育
長
か
ら
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
中
村
さ
ん
は
新
庄
高
校
１
年
生

で
、
３
歳
か
ら
ス
キ
ー
を
は
じ
め
、
競
技

ス
キ
ー
の
た
め
に
中
高
一
貫
の
新
庄
中
学

校
に
進
学
し
ま
し
た
。
国
体
で
は
、
山
の

斜
面
に
旗
を
立
て
、
そ
の
間
を
滑
り
ぬ
け

な
が
ら
速
さ
を
競
う
競
技
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト

ス
ラ
ロ
ー
ム
に
出
場
し
ま
す
。

　

中
村
さ
ん
は
、「
代
表
に
選
ば
れ
た
と

き
は
驚
い
た
が
、
全
力
で
挑
み
た
い
。
全

国
の
ト
ッ
プ
選
手
も
出
場
し
、
競
技
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
良
い
機
会
な
の
で
勉
強

し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

国
体
冬
季
大
会
の
ス
キ
ー
競
技
会
は
、

秋
田
県
鹿
角
市
で
２
月
17
日
か
ら
20
日
ま

で
開
催
さ
れ
、
中
村
さ
ん
は
20
日
に
出
場

さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
中
村
泰
征
さ
ん
の

ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

第
77
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
大
会
出
場
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《
寄
稿
》

野
蒜
（
の
び
る
）
の
く
や
し
さ

竹
中　

和
博

　

十
五
年
位
前
の
こ
と
「
こ
れ
、
酢
み
そ
で
和

え
る
と
焼
酎
の
つ
ま
み
に
、
ピ
ッ
タ
リ
よ
！
」

と
言
わ
れ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、

皆
さ
ん
野
蒜
っ
て
知
っ
て
い
ま
す
か
？
詳
し
く

は
又
の
機
会
に
し
て
…
。
そ
の
友
人
に
、
親
切

に
作
り
方
ま
で
教
え
て
も
ら
っ
た
の
に
、
そ
れ

以
来
、
一
度
も
作
っ
た
事
が
な
く
、
畑
の
隅
で

毎
年
毎
年
増
え
続
け
て
い
て
、掘
っ
て
は
捨
て
、

草
刈
り
機
で
切
り
、
毎
年
ひ
ど
い
扱
い
を
し
て

来
ま
し
た
。
邪
魔
物
に
さ
れ
続
け
て
い
る
の
で

す
。
先
程
の
よ
う
に
「
野
蒜
」
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
人
は
、
何
ん
と
可
愛
そ
う
な
、
実
に
も
っ

た
い
な
い
事
を
す
る
の
か
と
お
怒
り
で
し
ょ

う
。

　

あ
る
日
、
義
姉
の
話
の
中
に
「
野
蒜
」
と
言

う
言
葉
が
出
て
き
て
、十
年
前
の
友
人
の
事
が
、

思
い
出
さ
れ
、「
よ
～
し
、
一
つ
野
蒜
の
酢
み

そ
和
え
を
、
作
ろ
う
」
と
話
が
ま
と
ま
り
、
義

姉
さ
ん
は
野
蒜
取
り
、妻
も
加
わ
っ
て
大
騒
ぎ
、

と
こ
こ
ま
で
は
、
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
出
来

た
物
を
口
に
し
て
「
う
～
ん
、
こ
ん
な
味
、
こ

れ
は
何
。」
と
な
り
、
結
局
、
作
っ
た
物
は
、

全
部
捨
て
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

収
穫
時
期
、
味
付
け
、
ゆ
で
具
合
等
々
、
何

一
つ
以
前
に
習
っ
た
事
を
覚
え
て
お
ら
ず
、
出

た
と
こ
勝
負
の
状
態
で
し
た
。
結
果
的
に
「
野

蒜
君
」
に
悪
い
こ
と
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

後
日
、
確
認
し
た
ら
茹
で
な
く
て
も
よ
い
と
の

事
。

　

改
め
て
、
こ
う
し
た
郷
土
の
味
と
か
、
田
舎

の
身
近
な
食
材
を
使
っ
た
味
、
後
年
の
人
に
ど

う
に
か
し
て
伝
え
る
事
が
、
私
等
の
役
割
の
様

に
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、田
舎
の
味
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
《
寄
稿
》

雪
の
思
い
出

河
野　

君
江

　

一
月
の
雪
が
消
え
た
と
思
っ
た
の
に
、

二
月
中
頃
に
又
雪
が
降
る
。
せ
っ
か
く
消

え
て
近
所
を
杖
で
歩
い
て
い
た
の
に
「
せ

ん
な
い
の
」
た
め
息
が
出
る
。
杖
を
つ
き

な
が
ら
外
へ
出
て
見
る
。
積
っ
た
雪
に
ふ

と
思
い
出
が
よ
み
が
え
る
。
主
人
の
メ
イ

の
子
二
人
が
、わ
が
家
に
来
て
、ジ
イ
ち
ゃ

ん
、
バ
ア
ち
ゃ
ん
雪
ダ
ル
マ
作
ろ
う
よ
、

か
ま
く
ら
作
ろ
う
、
雪
が
っ
せ
ん
し
よ
う

と
、
二
人
を
外
に
出
そ
う
と
す
る
。
私
は

い
っ
し
ょ
に
な
り
カ
マ
ク
ラ
、雪
ダ
ル
マ
、

雪
ガ
ッ
セ
ン
し
て
楽
し
い
一
時
を
過
ご
し

た
の
だ
。
私
た
ち
に
は
子
ど
も
が
い
な
い

の
だ
が
喜
ん
び
を
あ
た
え
て
く
れ
た
思
い

出
が
な
つ
か
し
い
、
今
で
は
雪
ダ
ル
マ
も

作
る
子
も
い
な
い
、
さ
み
し
い
な
ぁ
、
そ

う
思
い
つ
つ
家
に
入
る
。

　

主
人
に
寒
い
か
ら
汁
物
か
ナ
ベ
物
が
い

い
ね
、
と
言
っ
て
は
ナ
ベ
物
だ
っ
た
り
汁

物
を
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
二
人
で

食
事
が
出
来
る
事
に
感
謝
し
な
が
ら
今
日

一
ぱ
い
に
生
き
て
い
る
の
だ
が
、
オ
ミ
ク

ロ
ン
で
心
の
中
は
さ
み
し
い
。
一
日
も
早

く
収
束
を
願
っ
て
い
る
の
だ
が
、
何
日
の

事
だ
ろ
う
か
。

せ
ん
な
い
の 

気
分
も
の
ら
ぬ 

コ
ロ
ナ
の
や
み

雪
ダ
ル
マ　

遠
く
て
届
か
ぬ　

身
を
案
じ

　

吉
賀
高
校
の
３
年
生
２
名
が
國
學
院
大

學
と
高
校
生
新
聞
社
主
催
の
「
第
17
回
地

域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に

応
募
し
、地
域
民
話
研
究
部
門
団
体
の
部
、

応
募
総
数
は
２
７
５
作
品
に
も
及
ぶ
中
、

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
２
作
品
に
次
ぐ
佳
作

２
作
品
に
入
選
し
ま
し
た
。

　

例
年
で
あ
れ
ば
東
京
都
渋
谷
区
に
あ
る

國
學
院
大
學
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
の
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で

12
月
５
日
（
日
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
表

彰
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

二
人
は
取
り
組
ん
で
き
た
「
紙
芝
居
」

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
を
通
し
て
、
得

た
も
の
や
活
動
を
通
し
て
成
長
し
た
こ
と

な
ど
を
実
際
の
活
動
の
写
真
な
ど
と
一
緒

に
ま
と
め
て
応
募
し
ま
し
た
。
こ
の
コ
ン

テ
ス
ト
は
各
地
域
に
伝
わ
る
昔
ば
な
し
や

伝
説
、郷
土
料
理
、方
言
な
ど
身
近
な
「
地

域
社
会
」
に
目
を
向
け
、
文
化
を
掘
り
起

こ
し
そ
れ
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
と
い

う
目
的
の
も
と
に
開
催
さ
れ
て
い
て
、
高

校
生
が
自
ら
の
視
点
で
課
題
を
見
つ
け
、

実
際
に
現
地
に
足
を
運
び
情
報
を
得
る
努

力
を
し
て
い
る
か
、
な
ど
の
審
査
基
準
の

中
か
ら
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
長
は
柿
木
萬
歳
楽
に
実
際
に

足
を
運
ん
で
体
験
さ
れ
た
方
で
、
評
価
の

中
で
も
「
柿
木
下
須
地
域
に
何
百
年
も
伝

第
17
回
地
域
の
伝
承
文
化
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ン
テ
ス
ト

わ
る
こ
の
伝
統
文
化
に
高
校
生
の
視
点
か

ら
考
察
や
活
動
を
繰
り
返
し
、
さ
ら
に
そ

れ
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
あ
え
て
紙
芝

居
と
い
う
形
を
選
ん
で
取
り
組
ん
だ
」
こ

と
を
高
く
評
価
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
月
17
日
（
木
）
に
は
吉
賀
町
長
を
訪

問
し
て
授
賞
の
報
告
を
行
い
、
町
長
か
ら

は
お
祝
い
の
言
葉
並
び
に
お
祝
い
金
の
贈

呈
が
あ
り
ま
し
た
。

　

吉
賀
高
校
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ

教
育
の
中
で
２
年
間
に
わ
た
り
活
動
し
て

き
た
こ
の
企
画
に
た
く
さ
ん
の
町
内
の
方

に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
感

謝
い
た
し
ま
す
。

トピックス
話題・できごと
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《
短
歌
》

池
の
面も

に
淡あ
は

雪
落
ち
て
消
ゆ
る
ご
と

　
　

忘
る
る
日
々
を
積
み
て
生
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

老
夫
婦
む
ち
打
ち
な
が
石
段
を

　
　

神
に
祈
り
つ
家
族
く
思
い
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
橋　

正
隆

春
よ
来
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
無
事
終
え
て

　
　

日
溜
り
の
下
畑
仕
事
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

川
口　

敦
子

残
雪
も
よ
う
や
く
消
え
た
畠
隅
に

　
　

枯
葉
ま
と
い
て
ふ
き
の
と
う
萌
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
々
田　

登

ちょうみんひろば

　
《
俳
句
》

い
つ
咲
く
の
つ
ぼ
み
に
声
か
け
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

春
耕
の
媼
見
下
ろ
す
烏
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤
ツ
ル
子

雪
の
戸
の
雪
の
中
な
る
芹
を
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎
美
智
子

恐
竜
の
缶
バ
ッ
ジ
で
き
春
近
か
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

千ち
も
と
こ

本
子
を
摘
め
る
手
の
内
幸
あ
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
場　

博
明

二
ン
月
の
月
昇
り
来
し
人
恋
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茅
原　

久
子

春
遅
し
枝
に
跳
び
は
ね
恋
雀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

青
う
す
く
雲
な
き
空
や
大
霜
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

白
梅
や
空
の
青
き
に
月
出
で
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

　
《
川
柳
》

チ
ョ
コ
も
ら
い
義
理
で
も
何
で
も
あ
り
が
た
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
２
月
届
出
）

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
　（
２
月
届
出
）

宮
本　

淳
平
（
じ
ゅ
ん
ぺ
い
）
さ
ん

　
　
　
　

大
輔
・
美
苗
さ
ん
の
子　

立
河
内

益
成　

柑
奈
（
か
ん
な
）
さ
ん

　
　
　
　

匡
・
栞
さ
ん
の
子　
　
　

七
日
市

森
脇　

伴
文　
　

さ
ん　

66
歳　
　

注
連
川

大
田　

清
美　
　

さ
ん　

84
歳　
　

朝
倉

三
家
本　

明
人　

さ
ん　

74
歳　
　

有
飯

小
山　

令
枝　
　

さ
ん　

94
歳　
　

六
日
市

齋
藤　

弘
子　
　

さ
ん　

76
歳　
　

白
谷

三
浦　

良
子　
　

さ
ん　

86
歳　
　

柿
木

中
島　

英
子　
　

さ
ん　

89
歳　
　

七
日
市

萬
瀨　

ト
ミ
コ　

さ
ん　

93
歳　
　

白
谷

野
村　

信
男　
　

さ
ん　

85
歳　
　

沢
田

　
《
寄
稿
》

詩　

高
津
川

齋
藤　

み
ど
り

一
．
谷
の
せ
せ
ら
ぎ
流
れ
行
く

　
　

あ
な
た
に
伝
え
て
下
さ
い
と

　
　

願
っ
て
心
で
言
い
ま
し
た

　
　

私
の
好
き
な
高
津
川

二
．
青
い
空
を
も
水
面
に
う
つ
し

　
　

く
れ
な
い
も
み
じ
浮
か
ば
せ
て

　
　

思
い
の
流
れ
に
身
を
ま
か
せ

　
　

幸
せ
く
れ
る
高
津
川

三
．
石
見
の
山
々
か
ら
集
い
し
て

　
　

ゆ
っ
た
り
優
し
い
そ
の
姿

　
　

あ
な
た
の
心
と
同
じ
で
す

　
　

い
つ
も
一
緒
の
高
津
川

　
《
寄
稿
》

狼
の
お
話
（
後
半
）

橋
本　

雅
夫

　

オ
オ
カ
ミ
は
か
し
こ
い
猟
犬
に
追
わ
れ

る
と
谷
川
に
誘
導
渡
り
切
り
、
自
ら
の
臭

覚
を
水
流
で
立
ち
切
り
犬
の
追
従
を
見
事

に
か
わ
す
。
又
、
火
縄
銃
の
火
薬
を
一
途

と
き
ら
う
。
よ
っ
て
、
猟
は
風
上
に
立
つ

と
失
敗
す
る
。
明
治
十
七
年
お
お
つ
ご
も

り
押
し
せ
ま
る
寒
夜
、
蔵
木
、
九
郎
原
、

連
山
の
尾
根
よ
り
オ
オ
カ
ミ
の
遠
吠
え

に
、
農
家
の
牛
が
恐
れ
て
一
斉
に
鳴
い
た

と
伝
う
。

　

江
戸
中
期
に
「
狼
に
喰
わ
る
る
程
の
寒

さ
哉
」
の
句
が
あ
る
。
こ
の
句
ど
お
り
人

が
喰
わ
れ
た
の
だ
。
半
面
、
江
戸
表
で
は

オ
オ
カ
ミ
を
狩
り
肉
を
食
す
、
皮
は
富
裕

者
層
の
飼
い
猫
の
蚤
取
り
用
に
隈
無
く
使

用
さ
れ
た
の
だ
。
つ
ま
り
、
人
間
と
狼
は

「
食
い
つ
食
わ
れ
つ
」
の
相
互
関
係
の
樹

立
を
視
る
に
至
る
。

　

こ
の
関
わ
り
を
思
案
す
る
に
無
論
狼
に

成
り
切
れ
な
い
が
、
こ
の
古
猟
師
翁
は

常
々
に
職
人
気
質
で
正
眼
に
立
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
所
詮
相
手
は
け
だ
も
の
、

ま
し
て
や
仁
義
の
沙
汰
な
ど
程
遠
く
是
で

良
し
と
な
す
べ
き
が
積
乃
山
。
光
陰
矢
の

如
し
、
時
は
流
れ
て
い
つ
し
か
令
和
の
世

と
な
っ
た
。
五
十
年
前
聞
き
書
伝
承
で
出

会
っ
た
一
人
の
猟
師
の
あ
り
し
日
の
面
影

が
寒
風
の
中
に
歴
然
と
し
て
回
想
す
る
今

日
で
は
あ
る
。

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー　

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く
だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用

い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ
い
。
●
応
募
作
品

は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載
し
ま
す
が
原
文
の
意

味
を
損
な
わ
な
い
範
囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ
い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い
た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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